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一 マカ ッサル工業団地 を中心 に一
伊 藤
?
本報告は、文科省によるニーズ対応型地域研究推進事業による調査研究 「混住社会から
共生社会への移行戦略」の中間報告である。筆者はこれまで同プロジェクトのインドネシ
ア班メンバーとして、2007年3月および8月 に予備的調査 をおこなった。2007年3月の
調査では、ジャカルタ在住およびジャカルタ近郊における日系企業関係者 とのインタビ
ューをおこなうとともに、現地側の受け入れ体制などを考慮 して調査地の選定について討
議 し、ジャカルタ近郊のカラワン市の工業団地(lndustrialEstate)とその周辺村落を調査
地に選ぶことを決めた。さらに、同年8月の調査では、ジャカルタの企業関係者から継続
的な聞き取り調査をおこうとともに、筆者はマカッサルに移動 し、マカッサル工業団地に
関する予備調査に着手した。本稿では、主としてマカッサルでの調査中で収集した資料を
もとに、マカッサルの工業団地とこれまでの研究について概観する1)。
1イ ンドネシアにおける工業団地開発
インドネシアにおいて最初の工業団地は、スハル ト政権による第一次経済5ヶ年計画期
に入って間もない1969年に設立されたジャカルタ東部のプロガ ドゥン工業団地である。
その後、工業団地はジャワ島を申心に各地で次々と建設されていった。外資導入2)を図り
つつ、工業部門を集中 ・集約化させることは、開発を国是とするスハルト政権にとって中
核的な課題のひとつであ り続けたからである3)。最初の工業団地建設から40年を経た今
日、インドネシアにおける工業団地の数は225ヶ所に及んでいる4)。
工業団地とは、計画化された一定区域内に工場を誘致することで、企業活動の円滑化、
能率化をはかるものである。1989年の大統領令53号によれば、「工業団地とは整備され
た土地における企業活動を円滑にするために付随施設 ・準付随施設を完備 した土地の再利
用である」と規定されている。
つぎにその分布を概観 しておこう。インドネシアにおいて工業団地が集中的に見出され
るのは、マラッカ海峡沿いに位置するリアウ島懊部のバタム及びビンタン島とジャワ本島
である。シンガポールから高速フェリーで40～50分という地の利のよいバタム島 ・ビン
タン島には28カ所の工業団地が見出される。スマ トラ本島では、北スマ トラ州のメダン
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に8つの工業団地が集中的に見出される。一方、ジャワ島においては、ジャカルタを取 り
囲む西ジャワ州にもっとも多 くの工業団地が集中する。ジャワ全体で154カ所の工業団地
が認可されているが、そのうち100ヵ所はバンテン州と西ジャワ州内にある。もう少 し詳
細に見ると、バンテン州スラン県に24カ所、カラワン県に20カ所、ブカシ県18カ所、
タンゲラン県16カ所、プルワカルタ県9ヵ所、ボゴール県5カ所である。その多 くは首
都圏をとりまく高速道路沿いにあり、物流面でも好立地にある。西ジャワ以外では、中部
ジャワ(スマラン市9カ所)、東ジャワ(スラバヤ市llヵ所、シドアルジョ9カ所)な ど
であり、その集中化は西ジャワほどではない。
工業団地開発でもうひとつ述べておかなければならないのは、その開発者である。工業
団地開発の構想当初から計画されたものについては、その多 くが国と地方自治体 とが共同
出資する国営会社(PT.Persero)に任せられている。PT.Perseroによって運営されている
ところとしては、メダン工業団地、バタム工業団地、マカッサル工業団地、ジャカルタ ・
プロガ ドゥン工業団地、ヌサンタラ連合団地(ジ ャカルタ)、ウィジャヤクスマ工業団地
(中部ジャワ)、スラバヤ ・ルンクット工業団地の7カ所があ り、政府主導でインドネシ
ア各地に工業団地を布置 していこうという構想の下に戦略的に開発されたと考 えられ
る5)。一方、1990年代に開発が進められた比較的後発の工業団地の場合、日本商社出資に
よる工業団地開発に見られるように、外国資本が直接開発に関与している場合がある。そ
の背景としては、1994年の大統領令20号に見られるような一連の規制緩和策が打ち出さ
れたという状況の変化があるだろう。日系企業が管理 ・運営する工業団地 としては、コ
タ ・ブキット・インダー ・インダス トリアル ・シティ(西ジャワ州チカンペック、大成建
設とサ リム ・グループが共同出資)、ブキット・インダー ・インダス トリアル ・パーク
(カラワン、大成建設)、イース ト・ジャカルタ ・インダス トリアル ・パーク(略称
EJIIP、住友商事)、カラワン・インターナショナル ・インダス トリアル ・シティ(略称
KIIC、伊藤忠商事)、エム ・エム2100工業団地(ブ カシ、丸紅商事)、スリヤ ・チプタ工
業団地(カラワン県、住友商事)、スラバヤPIER工業団地(PIER:PasuruanIndustrialEstate
Rungkit、住友商事)、ブカシ ・ファジャール工業団地(ブ カシ、アルゴ ・マヌンガルグ
ループと丸紅が共同出資)が ある。
これら日系企業の工業団地には、多 くの場合、日本企業が集中的に入居 している。とり
わけジャカルタからバンドゥンへ西方に延びる高速道路沿いには、ブカシ、カラワン地域
の工業団地が林立している。その入居企業の大半が日本の代表的な企業であり、そこでは
さながら日本企業群の縮図を見るようである。いったん高い柵で囲まれた工業団地内に入
ると、広大な敷地内に整然と工場群が配置され、緑化公園施設、日本人向けの銀行、コン
ビニ、日本食 レス トラン、そして現地従業員のためのモスクなど宗教施設 も見出される。
さらに多くの日系工業団地は、近くにゴルフ場や日本人滞在者用の瀟洒な宿泊施設を備え
てお り、周辺の村落風景 とは一線を画す、特異な空間を作 り出している6)。
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皿 マカ ッサル工業 団地(KIMA=KawasanlndustriMakassar)
1マ カッサル市と南スラウェシ経済
マカッサル市(旧称ウジュンパンダン市)は南スラウェシ州の州都であり、人口規模で
はインドネシア第7番 目の都市である。1995年には100万人都市の仲間入 りをしてお
り、1990年～1998年における人口増加率は毎年2.70%と、同期間における南スラウェシ
州の人口増加率1.70を大きく上回っている。
マカッサル市はまた、南スラウェシの政治経済的中心でもある。オランダ時代には国際
的な自由貿易港として、また東インドネシア地域の物産の集散地として栄えてきた。ま
た、近代工業化の点ではジャワやスマ トラに遅れをとっているものの、豊かな森林資源や
農 ・海産産物を加工する地場産業を発達させてきたことがひとつの特徴である。南スラウ
ェシ州内の大規模工場 ・中規模工場統計(2005年南スラウェシ州中央統計局)に よれ
ぱ)、業種別では食品 ・飲料加工がもっとも多 く、ついで木材 ・製材加工、衣料 ・織物 と
つづく。最初のふたつの業種部門だけで工場数のおよそ7割弱、労働者数の6割強を占め
ている。さらに、産業統計によれば、マカッサル市内には大規模工場52社、と中規模工
場121社があり、これは大規模工場では南スラウェシ州の約6割、中規模工場では約5割
に相当し、南スラウェシ州内におけるマカッサルルの経済的役割の大きさを示 している。
なお、付け加えるならば、マカッサル工業団地が開設される1988年以前に、すでに活
動していた日系企業 としては、セルマニ(ト タン製造)、セルニワ(鉄筋製造、日商岩井
出資)、カティンガン ・ティンバン(合板製造、三井農林出資)、ミカセ(輸出向け水産物
冷凍)な どがあり、マカッサル市内に工場 を置いていた。他方、地方には、「トラジャ ・
コーヒー」で知られる トアルコ ・コーヒー(ト ラジャ県、キー ・コーヒー及び東京産業出
資で輸出向けコーヒー栽培をおこなう)、日東マリノ(ゴワ県、日東紅茶出資で輸出向け
紅茶)が あった。これらの日系企業のほかに、大規模工場 としては、国営のセメン・トナ
サ社(パ ンケップ県、セメント製造)と ゴワ製紙社(ゴ ワ県)が あり、さらに外国資本に
よるものとしてインコ・ニッケル工場(ル ウ県ソロアコ、)があった。最近の日系企業に
関していえば、やや退潮傾向にあり、2007年におけるマカッサルの日系企業は3社 をの
みとなっている。
2マ カッサル工業団地会社の設立
マカッサル市に工業団地計画が構i想されたのは、1970年代初頭のことである。その当
時、インドネシアでは国策として、全国主要地域に工業団地を開設 しようという構想があ
り8)、南スラウェシでも、インドネシア共和国工業省を通 じ、同省南スラウェシ事務所、
南スラウェシ州政府、そして日本の国際協力事業団(JICA)がその計画を進めた。ただ
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し、 そ の 時点 で は、 この 国家 主 導 の工 業 団 地 計 画 とは別 に、 ウ ジ ュ ンパ ンダ ン市 当局 も工
業 団地 計 画 を進 め て い た。 結 局 、市 の計 画 予 定 地 は、 地 盤 の弱 い こ と、予 定 され る敷 地 面
積 が 狭 い こ と、物 流 面 な どの不 便 さな どの 問 題 点が 指 摘 され 、最 終 的 には、 工 業 省 、州 政
府 、JICAが候 補 と して挙 げた 現在 地 に一 本 化 され る こ と に な る。JICAは1975-76年の予
備 調 査 に 引 き続 き、1976-1977も調 査 に関 わ っ て い る。 さ ら に1978年3月 に は、 日本 側
OECFから の借款 の調 印 もお こな われ て い る9)。そ して1980年に は、 工 業 団地 開設 につ い
て投 資 調 整 庁(BKPM:BadanKoordinasiPenanamanModal)の設 置 認 可 が お り、1982年3
月 に は工 場用 排 水 施 設 の工 事 が 開 始 され る こ とに な る。
マ カ ッサ ル工 業 団 地 が位 置 す るの は マ カ ッサ ル市 北 端 部 、 マ ロ ス県 に隣i接す る ビ リ ンカ
ナ ヤ郡 ダ ヤ 町 区(kelurahanDaya)であ る 。 マ カ ッサ ル 市 中 心 部 へ は15㎞ 、 車 で 港 湾 に
は20分 、 空港 に も20分 しか 要 さな い位 置 にあ り、利 便 性 が高 い。
同工 業 団 地 が成 立 す る ま で の過 程 は 、お お よそ 三 つの 時 期 に分 け られ る。(1)第 一段 階
は1982～85年の時 期 で あ り、86haが工 場 用 地 と して 整 備 され る(こ の 内60haが工 場 用
地 で 、そ の他 は道 路 、緑 地 と して使 用)、 工 場 用 地 の 販 売 及 び 賃 貸 が 開 始 す る 。工 場 敷 地
面積 と して は 、typeAの315㎡、typeBの504㎡が あ っ た。分 譲 地 は0.5ha～5haの広 さ
が あ り、 そ れ ぞ れ の 土 地 は、HakGunaBagunan(HGB、建 物 権)が30年 間保 証 され た。
(2)第二 段 階 は1985～88年の 時 期 で あ り、 あ らた に80haが工 場 用 地 と して 整 備 され
た 。1987年よ り、企 業 誘 致 が 開始 す る。 なお 、 これ と相 前後 す る が 、1988年3月 に、 こ
の工 業 団地 を管 理運 営 す る 国 営 会 社PT.PerseroKawasanIndustriMakasarが正 式 に認 可 さ
れ る。 同 社 の資 本 金 は 、 国6割 、 州3割 、 市1割 の割 合 で 出資 さ れた 。(3)第3期 は1988
年 ～91年の 時期 で、この 時 期 に あ らた に30haが整 備 され 、工業 団地 の 敷 地面 積 は合計203
haに達 した。 計 画 で は703haまで拡 張予 定 で あ る。
皿1マ カッサル工業団地の入居企業
K【MA社発 行 の パ ンフ レ ッ トに よ れ ば 、2005-2006年現 在 、㎜A内 に入 居 して い る
企 業 数 は189社あ り、 この他 に、 工場 設 備 を賃 貸 してい る企業 が8社 あ る 。 その 内訳 を見
る な ら ば、外 国 投 資 ラ イ セ ンス に よ る 企 業18社10)、国 内投 資 ラ イセ ン ス に よ る企 業18
社 、BUMN(BadanUsahaMilikNegara=国有 企 業)が3社 、そ して 残 りの153社はNonFasili-
tasと呼 ばれ る一 般 民 間資 本 に よ る企 業 で あ る。 但 し、統 計 上 に現 れ た こ れ らす べ て の企
業が 工 場 を操 業 させ て い る わ け で は な く、操 業 中 の企 業 が97社 で あ る の に対 し、休 業 中
15社、 建 設 中16社 、 工 場 未 建 設 が43社 とな っ て い る 。入 居 企 業 中で 実 際 に操 業 中 な の
は全 体 の5割 強 にす ぎな い こ と にな る 。
マ カ ッサ ル工 業 団 地へ の入 居 企 業数 につ い て 、1987年か ら2004年ま で の入 居 企 業 数 を
見 る な ら ばつ ぎの よ うで あ る。1987年3社、1988年5社、1989年1社、1990年5社、1991
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年4社 、1992年21社、1993年4社、1994年6社、1995年3社、1996年8社、1997年14
社 、1998年2社、1999年8社、2000年7社、2001年20社、2002年、16社 、2003年15
社,2004年10社(計151社)、 で あ る。 つ ぎに 、い くつ か の企 業 を紹介 す る。
1SS社ll)
1990年国 内投 資 法 ラ イ セ ンス(PMDN=PenanamanModalDalamNegeri)を認 可 され 、
同年12月 よ り操 業 を開 始 す る。敷 地面 積22487㎡。業 務 は エ ビ、 魚 介 類 の 加 工 冷 凍 で あ
り、 お もな輸 出 先 は 日本 、 台 湾 、香 港 、 シ ンガ ポー ル 、 そ して ヨー ロ ッパ で あ る。 従 業 員
数 は2004年現 在 で587人、 そ の う ち女 子従 業 員 は420人、男 子 は167人で あ る。
従 業員 に は制 服 が支 給 され 、通 勤 に はバ ス送 迎 ない しは交 通 費 が支 給 され る。 社 会 保 障
(JAMSOSTEK:JaminanSosialTenagaKerja)もあ る 。 キ リ ス ト教 徒 に は ク リ ス マ ス 前
に、 イ ス ラ ーム教 徒 に は断 食 明 け の イス ラ ー ム正 月前 に一 月 分 の ボ ーナ ス が 与 え られ る 。
会 社 が従 業 員 の福 祉 の ため に協 同組 合 を設置 して い る。
Habibahの調 査 に よ る と、 従 業 員 の民 族 別 構 成 は、 ブ ギ ス57.29%、マ カ ッ サ ル33.3
%、 マ ンダー ル6.36%、トラ ジ ャ人3.13%であ る 。従 業 員 は マ カ ッサ ル市 内 ま た は そ の
周 辺部 に居 住 して い る。 求 人 は、 公 開 方式 で直 接 申請 者 と面接 し決 め られ る が、 機 械部 門
につ い て は、筆 記 口頭 試 験 が課 され る 。学 歴 条 件 は 、一 般 従 業員 につ い て は 、最 低 限小 学
校 卒 、幹 部 社員 につ い て は高 卒 以 上 が条 件 と な って い る。
21SM社12)
外国投資ライセンス(PMA)に基づ く企業である。1977年、ジャカルタでSF社とし
て発足するが、東部インドネシアへの進出1991年よりマカッサル工業団地に入居する。
1994年より会社名をSF社からISM社に改称、同時にINDOFOODグループの系列に属す
るようになる。主な生産物は 「インド・ミー」の名で知られるインスタント麺であり、国
内向けと同時に輸出もおこなっている。
従業員数450人(スッタフ及び管理部門35人、操業部門415人)であり、操業部門の
従業員の大半は女性で、マカッサル市またはその周辺部に居住する。24時間操業でシフ
ト体制をとっているため、バスで従業員を送迎 している。求人方法は、非公開で従業員の
紹介に基づ く場合が多い。
3S社!3)
外国投資ライセンスに基づく日系企業であり、仏壇 ・仏具の製造をおこなっている。同
社は1985年に設立認可を得、1988年にマカッサル工業団地に入居、1989年より操業を開
始している。1996年、一時経営が悪化した時期があったが、現在の経営者0氏 が会社 を
買収し、1997年より再び軌道に乗せている。2007年現在の従業員数は80人(男子従業員
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60人、女子従業員20人)、それに3人 の幹部社員を加えた83人からなる。最も多いとき
は198人いたが、2000年に木材景気が悪 くなるとの情報があ り、以後徐々に人員 を削減
し、現在に至っている。けれども、従業員が83人になってからも、生産は落ちていない
という。以下、経営者0氏 の言をまとめると次のようである。
従業員の雇用については、民族構成としては トラジャ、マカッサル、ブギスでいずれに
も偏らないようにしている。学歴は、中卒もしくは高卒。工場の仕事は、大学を出ても役
立たないから中卒でいいとの考えである。
従業員は、工場の近辺に住んでいる者が多い。以前は、女子は位牌の研磨仕事で100人
ぐらい使っており、現在でもそうしたやめた子に外注して手仕事を頼むこともある。そう
した外注先 として、固定先が10人、広げれば50人くらいいる。外注先の女子が住む村
は、大きいところで4ヶ所村ある。研磨仕事は女性の仕事で、女性は所帯持ちが多いので
生活の足 しになるであろう。従業員の定着率は2割程度。60人いて、現在でも残ってい
るのは10人くらいだろう。
勤務時間は、月曜から土曜までで午前8時 から午後4時 、週40時間である。夜間操業
は生産性が落ちるのでやらない。毎月2000本ぐらい位牌を生産 している。彫刻は会社内
では歩合制で、この仕事はおもにジャワの出身の者がおこなっている。このほかに彫刻す
る者は15、6人いる。
従業員組合は、毎月3000ルピアの会費を徴収し、主体的に慰労会をやっている。周辺
村落への配慮としては、0氏 は会社としてではなく、個入として、3ヶ月に1回、モスク
と教会に寄付 しているという。
位牌は、浅草の卸問屋に、仏具はN商 店に納入 している。輸出はマカッサル港からス
ラバヤ港へ、あるいは、タンジュンプリオク港経由で日本に送る。マカッサルから直接出
しても品物が少ないから採算がとれないという。
4DA社
外国投資ライセンスに基づく日系企業であり、貝ボタンの製造。輸出をおこなってい
る。製品のおもな輸出先は、香港、イタリア、日本である。貝ボタン製造には、貝の種類
では白蝶貝、高瀬貝など4種が用いられ、ボタンの大きさで20種類、さらに色で4種 に
区別される。なお、高瀬貝は現在採取禁止のため協会を通 じて割 り当て制になっており、
また白鳥貝は養殖物である。元来インドネシアは貝ボタンの材料を輸出するだけであった
が、コス トの点や材料を直接チェックできることもあ り、F氏(1962年生まれ)は マカ
ッサルで現地生産を始めた。1991年末より工業団地内で工場を操業開始して16年目にな
る。
従業員数は56人、そのうち男子は15人で機械作業や薬品処理をおこない、30人は女
子で選別作業を中心 とした作業をおこなう。仕事としては、選別作業が一番難 しいので、
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できない者には無理にやらせないという。
従業員の採用は、親族関係などを通 じて募集し、面接で決める。応募者に対して面接す
る。但 し、一番最近で募集 したのは2002年のことで最近はやめる者が少なくなってい
る。給与は基準給与にもとついている。最低賃金で60～70万ルピアになるので平均14ヶ
月分で約80万ルピア程度を支給 している。勤務時間は、グループAは8:00～16;00
(でさらに二組に分かれる)、Bは、10;00～18;00(でさらに二組 に分かれる)であ
り、夜勤はおこなっていない。班を分けるとき、気の合わない者などの相性を見るとい
う。
従業員の大半はイスラーム教徒で、金曜礼拝のモスクへは、ダヤ町区か高速道路沿いの
いずれかに行 く。礼拝所は、社会食堂の隣にある。昼食は、弁当形式で従業員二人が午前
中いっぱいかけて作っている。交通費は、バイクで来る者にも3000ルピア支給している
が、マカッサルの中心部から来る者はほとんどいないという。なお、マカッサル市内に
は、DA社以外の貝ボタン工場として、完成品を扱 う申国系1社(工 場長は韓国人)、半
製品を扱うインドネシア系3社 、そして同じく半製品を扱う韓国系企業が3社 あり、その
一部はDA社で働いていた者が独立した会社であるとのことである14)。
以上、簡単に紹介 したのは日系企業を含む工業団地内の企業である。いずれの企業にも
共通するのは、各社が南スラウェシあるいはその周辺で産出される原材料を用いて、手工
業的な企業活動をおこなっている点である。工業での手作業には、S社の0氏 がいうよ
うに 「工場の仕事は、大学を出ても役立たない」ので、幹部社員を別にすれば、従業員に
なるために高い学歴は要求されない。この点は、ジャカルタ近郊の日系企業が従業員の採
用条件として最低限高校卒業程度をもとめているのと比べ、非常に対照的である。2007
年3月 、カラワンのある工業団地では、周辺村落の住民が工場での仕事をもとめてデモを
するという話しを聞いた。なぜデモが起こるかといえば、それは日系企業が掲げる採用条
件と周辺村落の住民の平均的な学歴とは落差があ り、通常の採用試験では住民がパスする
見込みがないからデモという手段に訴えるほかにないためである。一方、マカッサルの工
場において班単位でおこなわれる手作業では、チームワークが重要視されるから、学歴や
筆記試験よりも気心の知れた従業員の紹介による採用の方が、リスクが少ないことになる
わけである。つぎに女子労働について、もう少し詳しく見ることにしよう。
】V女 子労働
ここでは、これまでに実施された先行研究を参照しつつ、筆者のおこなった聞き取 り調
査地の結果を加え、㎜Aに おいて見いだされる女子労働のいくつかの特徴について指摘
したい。
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1工 業団地における労働者の性比
まず指摘 しておきたいのは、工業団地全体における男女労働者の性比率である。これに
ついては、州統計局 もマカッサル工業団地も統計データを提示していないので先行研究に
頼るしかない。たとえば、ST.MurniatyはKIMA工業団地における労働者の89%が女性
であると述べている15)。またデータはやや古いが、Rusmanが引用するK【MAのデータに
よると、「K【MAの工場で働 く5040人の従業員のうち女子3104人(61.2%)、男子1936
人(38.8%)である。そのうち、外来者 と近隣居住者は、それぞれ3841人、1185人、外
国人14である。外来者の性比は、女子外来者が2639人、男子1202人、近隣i者が女子465
人、男子650人である。」[Rusman1993:60]女子の割合が、従業員全体 においても、ま
た外来者のなかにおいても、男子 よりも相対的に高いことは明らかに見て取れる。一方、
ST.Habibahによれば、PT.K:【MA内の従業員数は、KIMA全体で女子従業員3325、男子
従業員1903人であるとされる16)。5228人中の3325人の割合は約63.4%となり、Rusman
の挙げた数値にほぼ近い。両者のデータから、少なくとも、ここでは、女子労働者の数が
全体の6割強に達することはいえるだろう。
ただし、先の企業紹介でもみたように、業種別では男女の性比率の差に違いがある。た
とえば食品加工では、圧倒的に女子の方が多い。一方、S社のような生産工程を含む仏
壇 ・仏具製造では男子労働への比重が高くなっている17)。
工場労働において、より女子の労働がもとめられることについて、貝ボタン工場を営む
F氏は同氏の経験にもとづき、「女性の方が生真面目で、単純労働にも飽きない。男性は
単純労働をさせると間もなくあきて、勝手なことをし始める傾向がある」 と興味深い指摘
をしている。
2学 歴
これまでに㎜Aで 実施された調査によると、一般従業員に対 しては中卒程度、場合
によっては小学校程度の学歴しか要求 しない企業もある。これは、前節の最後で述べたよ
うに、最低限高卒以上を要求するジャカルタ周辺の工業団地内の企業とは大きく異なる点
である。
3採 用方法
従業員に対して、高い学力 をもとめず、むしろチームワークが必要 とされる仕事の必要
上、従業員の照会などによるパーソナルな採用方法をとっているところが多い。面接重視
であり、筆記試験をおこなうとしても、むしろそれは補助的手段にすぎない。また、最近
では、S社やDA社のように経営合理化のために人員の募集自体が行われていない場合が
多いが、周辺住民からは採用をもとめるための要求はなく、その意味でカラワンの工業団
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地 に お け る よ うな ス トライ キ は起 こ りに くい 。
4就 職理由
ST.Mumiatyの調査結果で興味深いのは、工場の従業員になった理由として、238人中
117人、すなわち49.16%の者が 「就職しやすいから」を理由として挙げている者がいる
ことである。その次の高い理由は 「高い学歴 を要求されない」(98人、41.18%)であ
る。これは、ジャカルタ近郊の村落部の娘たちが比較的厳 しい条件で採用試験に臨まなけ
ればならない場合 と非常に対照的である。
但 し、工場労働者になることが、学歴の低い者にとって比較的容易であるからといっ
て、南スラウェシにおいて、どのような学歴の者にとっても同様に門戸が開いているわけ
ではない。本報告では直接対象 としないが、大学を卒業 した男子(そ の多くは公務員を望
む)が思うような就職先を得 られず、やむなく故郷の親元にもどって無為に時間を過ごし
ているのはさほど珍 しくない。高学歴の者にとっては就職状況は厳 しいのである。
5収 入
Mulianaは、5社 につ い て、労 働 条件 を契 約書 で比 較 して い る 。 そ れ に よ る と、収 入 で
は107人 の回 答 者 か ら、50万 ル ピ ア以 下 と50万 か ら100万ル ピア、100万以 上 とい う三
つ の カ テ ゴ リー を設 け た上 で、84人 が 真 ん 中 の カテ ゴ リー に属 す る とい う結 果 を報 告 し
て い る[Muhana:59]。一般 的 に言 え ば 、法 的 に定 め られ た 最低 賃 金 に そ っ て給 与 が 支払
わ れ て い る と考 え られ る。
6居 住地
従業員の多くは、マカッサル市内に居住 しているが、市の中心部というよりは工場近隣
地域である。Habibh(2002)は、居住地か ら勤務地 までの距離を1キ ロ未満、1～5キ
ロ、5キロ以上に分類 して、107人について調査 した。その結果は、107人中55人が5キ
ロ以上に居住してお り(p.61)、通勤手段としては、個人の乗 り物、社用車、個人あるい
は会社の乗 り物を併用、公的乗 り物に分類 している。一方、5km以内に居住するというこ
とは、大半がマカッサル市内に居住していることを意味するが、それだからといって、そ
うした住人すべてが元来のマカッサル居住者であるとは限らない。出身地を示した統計を
参照するならば、マカッサルの居住書の多くが地方の村落部出身だからである。
7民 族構成
S社の経営者0氏 は、従業員の民族バランスに留意すると述べた。ここでいう民族バ
ランスとは、南スラウェシの主要民族であるブギス、マカッサル、マンダール、 トラジャ
人を均等に採用するということではなく、現地の現状を追認するという意味での民族バラ
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ンス で あ る と考 え られ る。 そ れ は、 これ まで にお こな われ た 調査 に よ って も示 され る 。す
な わ ち、 どの工 場 にお い て も、 ブギ ス 人が マ ジ ョ リテ ィ を占 め 、つ づ い て マ カ ッサ ル 人、
マ ンダ ール 人 、 トラ ジ ャ人 の順 で あ る場 合 が 一 般 的 だか らで あ る。
マ カ ッサ ル市 が 、 元 来 は マ カ ッサ ル 人の 地 で あ る こ と を考 え れ ば、 マ カ ッサ ル 人 が マ ジ
ョ リテ ィ とな る工 場 が あ っ て もお か し くない が 実 際 に は、 そ の よ う なケ ー ス は少 な い 。そ
れ は、 現 地 にお い て誰 が マ ジ ョリテ ィであ るか とい う よ りも、南 ス ラ ウェ シ にお け る民 族
バ ラ ンス を考 慮 した 結 果 で あ る と考 え た方 が わ か りや す い 。ST、Mumiatyの調 査 に よれ
ば 、女 性 従 業 員238人 の 回答 者 の うち ブ ギ ス 人 が117人(49.16%)、マ カ ッサ ル人 が72
人(30.24%)、マ ン ダー ル が35人(14.72%)、トラ ジ ャ人 が14人(5.88%)で あ る18)。
V小 結 考察と今後の課題
1工 業団地と周辺地域への影響
今後の課題 としては、工業団地が位置するビリンカナヤ郡には人口構成、生業形態にお
いてどのような変化があったか、さらには社会関係、世帯構成上の変化はいかなるもの
か、同郡に隣…接するタマランレア郡をも含めて、そうした変化をたしかめる必要がある。
たとえば、【表1】のビリンカナヤ郡の男女別人口を見ると工業団地の位置するダヤ町
区において女性人口の占める割合が高 く性比率に偏 りがある。他村が90%台であるのに
対 して、ダヤのみが88.69%(小数点第3位以下四捨五入)で ある。また、郡全体 とし
て、一世帯当たりの構成員の数は減少 しているものの、世帯数は増加 している(【表2】
を参照)。このふたつの現象は、相互に結びついた問題なのか。たとえば、同地区につい
て、工業団地に働 く女子労働者が、工業団地周辺の村落や町区に居住した結果として女子
人口の増加がもたらされたのかといった点について、世帯の核家族化の問題とあわせて、
今後の調査で検証する必要があるだろう。さらに、もしも、それらが未婚女性の単身世帯
の増加によるものならば、村落部におけるそうした女性の存在が当該地域社会にどのよう
【表1ビ リンカナヤ郡町区 の世 帯 と男女別人 口】
町区 面積 世帯数 世帯員数 男性 女性 計 性比(%)
パ ッチ ェラカ ン 7.8 9531 3.12 14739 15030 29769 98.06
ダヤ 5.81 3146 3.96 5856 6603 12459 88.69
パ イ 5.14 4124 4.27 8460 8146 17606 103.85
ス デ イ ア ン ・ラヤ 8.78 8591 3.12 13241 13543 26784 97.77
スデ イアン 13.49 7783 3.28 12519 13028 25547 96.09
ブル ロケン 4.31 1424 4.39 2868 3103 5971 92.43
ウンテイア 2.89 784 2.26 832 850 1682 9788
出典:『 マ ッ カ ッサ ル 市2005年 』(表3.1.3と3.1.5よ り筆 者 作 成)
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【付表2マ カ ッサル市にお ける世帯数 の変化】
マカ ッサル市 世帯数 世帯数 増加率
郡 名 2000年 2005年
マ リソ 10905 13022 1.19
、"マ マンヤ ン 13543 15914 1.18
タマラテ 31693 32522 1.03
ラ ッポチニ 28453 28062 0.99
マ カ ッサル 17435 15568 0.89
ウジュ ンパ ンダン 5801 6796 1.17
ワジ ョ 7193 10966 1.52
ボ ン トアラ 11804 13759 1.17
ウジュンタナ 8743 10949 1.25
タ ッ ロ 25526 35237 1.38
パ ナックカ ン 30112 26548 0.88
マ ンガラ 17382 24277 1.4
ビリンカナヤ 24563 35303 1.44
タマ ラン レア 26697 22117 0.83
(小数点以下3位 四捨五 入)
出典 『マ カッサ ル市統計2005年』州統計局
な影響を及ぼしうるかという点も調査する必要があるだろう。
2労 働のジェンダー化という問題
総 じていえば、ジャカルタの工業団地が、車両、機械、電気など重工業中心であるに対
して、マカッサル工業団地の場合には、食品製造、加工、木材加工、水産物冷凍 ・輸出な
ど現地の第一次産品製造に関わる企業が多い。このことから、工業においてもとめられる
労働の質も異なってくることは先に指摘した通 りである。
先述したように、南スラウェシでは中卒程度、あるいは小学校卒業程度でも、工場で職
を得ることが可能なのに対して、ジャワでは高校卒業以上の学歴がもとめられるのが現状
である。このことから、次のような疑問が生じるだろう。ジャワにおける比較的学歴の低
い女性たちは、どのような場に職場をもとめるのだろうか。昨今、メディアでも取 り上げ
られている家事労働の商品化の流れのなかで、フィリピンと並んでインドネシアは海外へ
の家事労働者のおもな提供国の一つであ り、なかでも、西ジャワ州はそうした家事労働者
を数多 く輩出する地域として知られる'9)。そうした家事労働者が、どのような学歴を有
し、どのような社会階層から出ているかを確かめることで私たちは先の疑問について見通
しを得ることができるだろうし、さらには村落部の階層化 と労働のジェンダー化の関連性
を明らかにする手がかりが得られるかもしれない。
他方、南スラウェシでは低学歴の女性でも工場で就職可能 といっても、それは、大規
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模 ・中規模工場あわせて従業員がせいぜい2万人足 らずの、依然 として限定的な労働市場
において言いうる事柄である。南スラウェシの女性は海外へ送られる労働者 としては、い
わば未開発な状態にある。相対的に学歴の低い未婚の娘たちの一部が工場労働者になる一
方で、そうした選択をおこなわない、あるいはできない比較的多 くの娘たちもいるはずで
ある。後者の娘たちのような存在を可能にしている、あるいは、女性の労働市場への参加
を押しとどめている社会的諸条件を明らかにすることも重要であろう。
今後の課題として指摘しうる問題はこれらにとどまらない。しかし、私たちの調査は始
まったばかりである。ジャカルタ近郊カラワン県の工業団地とマカッサル工業団地とがそ
れぞれ周辺村落とどうのように関係し合い、どのような変化を生み出しているのかをつね
に相互に参照しつつ、今後の調査を進めていきたいと考えている。
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注
1)2007年3月の予備調査 は、 イン ドネ シア班 と して内藤 耕氏(東 海大学 文学部)、小池 誠氏(桃
山学 院大学文 学部)、田 口理 恵氏(東 海大学 海洋文明 学部)、新井健 一郎氏(前 橋 国際大 学)と
と もにお こなっ た。 さ らに同年8月 の調査 で は、 ジ ャカ ルタ及 び周 辺部 の企 業関係 者か ら聞 き
取 り調査 をお こなった後、内藤 、小 池、新井 は、 カラワ ン市 内にあ るシ ンガバ ンサ大 学の協 力
を得 て、カ ラワ ン工業 団地周辺村 にお いて世帯 調査 を実 施 し、伊藤 、田 口はマ カ ッサル に移動
してマ カッサル工業団地 に関す る予備 調査 に着手 した。
2)源 氏 田重義編(1980)の法令 集 に よれ ば、外 国か らの投資手 続 きについ てはつ ぎの ように説
明 されてい る。 「イン ドネシアへ の外 国 か らの直接 投資(子 会社 設 立)は 、1967年法律 第1号
「外国投資法」(1970年法律 第11号に よって改正)お よび1968年法律6号 「国 内投 資法」 に基
づいて行 われ る。直接 投資 に よって会社 を設立 しよ うとす る者 は、外 国投資 の調整機 関で ある
投 資調 整委 員 会(BadanKoodinasiPenanamanModal)に申請 し、そ の承認 を得 な けれ ばな らな
い。投資調整 委員会 では、外 国投 資家へ の手 引 きと して定期 的に産業 別投資優 先順位 リス トを
発 表 してい る。(中略)投 資優先分 野 に進出す る企 業に対 しては、外 国投 資導入 の促進 を図 るた
めに、租税特別措置 を含 む種々の優遇措置 が適用 され る。
(注)1978年版産業別投資優 先順位 リス トの作 成 に当た っては①生 産の拡大 、② 雇用機 会 の増
大 、③ 地域振 興、④公 平 な所得 分配,⑤ 輸 出拡大 、外 資獲得 、⑥ 国内産 業の保 護、育 成、⑦技
術 の獲 得、等 が考慮 に入れ られてい るが、 これ らの基本 的 な政 策 に関・して は今後 と も継 続 され
てい くもの と思 われる(第3次 開発5ヶ 年計 画参照)」(同書82-83頁参照)。
3)工 業団地開発 に密接 に関わ る法 令 は、 「外資導 入法」(1967)および 「国 内投 資法」(1968)で
ある。 しか し、当初の 自由化路線 は19970年代 に入 る と保護 主義 的傾 向 に変わ り、外 資導 入 に
はさまざ まな制限 ない しは禁止事項が付 された。 こう した傾向 は1990年代 に入 り規制緩和 の 中
で ようや く減少 して い く。 た とえば、1994年6月の大統領令20号で は、株式 の過 半数委譲 義務
の撤廃 、100%出資許可 、最低投資 額撤廃 が認 め られ た。 さ らに1996年1月の政令 では、輸 出
商社 の外 資100%出資許 可が 認め られ た(以 上 、 日本 アセ ア ン ・セ ンター資料 によ る)。た だ
し、諸制 限の撤廃 には、2007年4月の 「新投 資法」成 立 を待 たね ばな らなかった。 同法 で は、
相変 わ らず 禁止項 目(ネ ガ テ ィブ リス ト)は残 ってい る もの の、国内投資 家 と外 国投資家 に同
等の待遇 を与 え、すべ ての産業分 野へ の直接投資 を対象 とす るこ とが謳 われ てい る。 この時期
の イン ドネシアの状況 につ いては、【鈴木2002】を参照。
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4)BadanKoordinasiPenanarnModal(BKPM:投資 調整庁)お よびHimpunanKawasanIndustriIndo-
nesia(HKII:イン ドネシア工業 団地協会)の ホームペー ジ(2008年2月ll日現在)に おけ る工
業団地 リス トに よる。 なお、HKIIのメ ンバー として挙 げ られているの は54社のみ である。
5)た だ し、民営化 が進 む今 日では、状況 は当初 の意図 と異な って きて いる。 ジャカル タ ・ポ ス
ト紙(2008年2月28日付 け、 インターネ ッ ト版)に よれ ば、メ ダン、 ウィジャヤ クスマ、マ カ
ッサ ル にある三つ の国営会社(PT.Persero)は、2008年に民営化 され る予定 で ある と報 じ られ
てい る。
6)日 系工 業団地 につ いて は、 ま もな く刊行 される内藤耕 氏 「イン ドネシアにお ける 日系工 業団
地 と周辺 農村 の関係」東海大 学紀 要(文 学部)第88輯 、2008年を参照 され たい。
7)こ こでい う大規模工場 とは従 業員数100人以上 を有す るもの で、中規模 工場 とは20人か ら99
人 まで の従業員 を有す る工場 をい う。 ただ し、 この統計 では正規従 業員数 の区別 は明示 され て
い ない。
8)【海外経 済情 報 セ ンター1976b】に よれ ば1970年ジ ャカル タで 工業 省 主催 の 工業 団 地 セ ミ
ナ ーが開催 され た。 ただ し、そ の直後、 田中首相 のイ ン ドネ シア訪 問 に際 して 日本 製 品に対 す
る暴動 が起 こ り、これ を きっか けに外貨 導入 に対 す る自由化路線 は一転 し、保護 主義的 な方向
に傾斜 していった。
9)こ の 間の事 情につい ては、【海外経済情報 セ ンター1976a,b】の二つ の報告 書 を参照。
10)この うち 日系企 業 は3社 のみである。
11)この情報 は、ST.Habibah2000およびST.Mumiaty2002による。
12)ST.Mumiaty2002による。
13)この記述 は、経営者0氏 か らの聞 き取 りと 【Nurleni&皿hamBakri2004】に よる。
14)F氏か らは工場設 立の経緯や生産工程 な ど詳細 な話 をうかがったが、 ここでは従 業員関連 の事
項 を述べ るに とどめた。
15)【ST.Mumiaty2002:24】を参照。但 し、同論文 では、比率 だ けで、全体 の 数 は示 されて い な
い0
16)いつ の時点 での数値 か不 明。 これ によれば、操業 中の会社 を1999年時 点で60社 と して計 算
す ると、1社 平均80名の従業員数 となる。
17)本報告 では企業 プロ フィール に紹 介 しなか ったが、マ カ ッサル工 業団地 に隣i接す る敷地 内 に
工場 を もつ 日系 の仏壇 ・仏 具製造 企業M社 では、650人の授 業員 中、男子464人、女子159人
であ り、 やは り男子従業員数が女子従 業員 を大 き く上回ってい る。
18)但し、ST.Murniatyのア ンケー ト調査 では、回答者の選択方法 が説明 されてい ないの で、こ こ
での数値 はあ くまで参考値で あるにす ぎない。
19)【Hugo2005:62】に よれ ば、1989～1994年の 間に、西 ジ ャワか らは228669人、中部 ジャワか
ら88112人、東ジ ャワか ら63816人の女性 が公 的な労働 移民 と して記録 され てい る。 同時期 に
おけ る南 スラウェシ出身の女性労働 移民は、2476人に過 ぎない。
